副詞「多分」の史的変遷をめぐって by 李 知殷 et al.














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































           
 
































表1 集団(物事)の中の大部分 かなりの程度 副詞 
毎月抄 2 0 0 
沙石集 0 0 1 
正法眼蔵随聞記 6 0 0 
妻鏡 1 0 0 
開目抄 0 1 0 
消息文抄 0 1 0 
太平記 1 0 0 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2 多分＋ノ 多分＋ニ 副詞 
昨日は今日の物語 0 0 1 
一休諸国物語 0 0 3 
軽口大わらひ 0 0 1 
鹿の巻筆 0 0 2 
歳旦話 0 0 1 
山崎與次兵衛壽の門松 0 0 1 
都鄙問答 1 1 0 
東海道中膝栗毛 0 1 0 
春色辰巳園 0 0 1 
梅屋集 0 0 1 
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鹿の巻筆 0 0 2 
歳旦話 0 0 1 
山崎與次兵衛壽の門松 0 0 1 
都鄙問答 1 1 0 
東海道中膝栗毛 0 1 0 
春色辰巳園 0 0 1 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表3 多分＋ノ ノ＋多分 多分＋ニ 
副詞 
Ⅰ Ⅱ 
1895～ 4 10 2 9 20 
1901～ 3 16 1 5 37 
1909～ 3 2 1 3 27 
1917～ 0 3 1 1 48 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 195 - - 194 -
目
の
前
に
あ
る
紅
玉
を
み
て
直
感
的
に
高
く
み
え
る
と
感
じ
る
こ
と
を
表
す
。 
 
(
三
十
五)
然
し
新
聞
屋
の
お
蓮
子
の
話
で
は
、
昨
夜
熊
や
虎
の
野
郎
、
と
多
分
遊
女
屋
に
往
た
ら
し
か
ツ
た
と
い
ふ
話
、（
省
略
） 
(
1
89
5,
口
語) 
(
三
十
六)
『
本
當
の
こ
と
を
云
ふ
が
い
ゝ
。
俺
も
嘘
は
云
は
な
い
。
多
分
紅
玉
の
方
が
値
打
が
あ
り
さ
う
だ
が
。』『
そ
り
や
、 
さ
う
よ
。』 
(
1
92
5,
口
語) 
 
以
上
の
文
末
表
現
以
外
に
も
「
べ
し
」
や
「
ま
い
」
な
ど
と
の
呼
応
関
係
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
近
代
に
お
い
て
、「
多
分
」
と
呼
応
す
る
文
末
表
現
が
幅
広
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題 
 
本
稿
で
は
、「
多
分
」
を
取
り
上
げ
、
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
か
ら
副
詞
用
法
へ
と
意
味
・
用
法
が
拡
張
し
、
さ
ら
に
陳
述
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。 
 
今
回
の
調
査
を
ま
と
め
る
と
、
中
世
か
ら
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
、
副
詞
の
用
法
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
形
態
面
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
入
る
と
そ
の
形
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
副
詞
の
用
法
で
は
、
中
世
に
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
判
断
す
る
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
に
な
る
と
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
し
つ
つ
、
推
量
の
文
末
表
現
と
結
び
つ
く
形
が
現
れ
は
じ
め
た
。
近
代
に
な
る
と
現
代
日
本
語
に
近
い
形
態
や
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。 
 
ま
た
、「
多
分
」
の
呼
応
関
係
の
推
移
を
み
る
と
、
近
世
に
入
っ
て
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
や
「
だ
ろ
う
」
な
ど
と
の
呼
応
が
少
し
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
な
る
と
「
だ
ろ
う
」
と
の
呼
応
を
中
心
と
し
て
他
の
文
末
形
式
も
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
今
後
は
調
査
資
料
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
変
遷
を
よ
り
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、「
多
分
」
と
と
も
に
推
量
形
の
文
末
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。 
 
【
参
考
文
献
】 
糸
川 
優(
1
9
8
9)
「
陳
述
副
詞
の
本
質
」『
青
山
語
文
』1
9
,
 
青
山
学
院,
 
p
p
.
10
2-
10
9 
- 196 -
工
藤
浩(
2
00
0)
「
副
詞
と
文
の
陳
述
的
な
タ
イ
プ
」『
日
本
語
の
文
法
３ 
モ
ダ
リ
テ
ィ
』,
岩
波
書
店,
pp
.1
61
-2
3
4 
小
池 
康(
1
9
97
）「
副
詞
の
共
起
変
化
の
一
考
察-
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
す
る
副
詞
を
中
心
に-
」『
筑
波
応
用
言
語
学
研
究
』4,
 
筑
波
大
学,
 
p
p
.6
9-
81 
―
―
― 
(
20
02
)
「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
副
詞
マ
サ
カ
の
意
味
と
用
法
の
変
遷
『
文
芸
言
語
研
究 
言
語
編
』(
4
2
)
 
,
文
芸
言
語
研
究 
筑
波
大
学,
 
pp
.
1
3-
36 
小
林
幸
江(
1
98
0)
「
推
量
の
表
現
お
よ
び
そ
れ
と
呼
応
す
る
副
詞
に
つ
い
て
」
『
日
本
語
学
校
論
集
』,
東
京
外
国
語
大
学,
 
pp
.3
-2
2 
杉
村 
泰(
2
0
0
9)
『
現
代
日
本
語
に
お
け
る
蓋
然
性
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
副
詞
の
研
究
』,
ひ
つ
じ
書
房 
鈴
木
一
彦
（1
9
5
9
）「
副
詞
の
整
理
」『
国
語
と
国
文
学
』4
2
9
,
 
東
京
大
学,
p
p
.5
9-
70 
森
山
卓
郎(
2
00
6)
『
日
本
語
の
文
法
３ 
モ
ダ
リ
テ
ィ
』,
岩
波
書
店 
 
【
辞
典
類
】 
『
現
代
副
詞
用
法
事
典
』,
東
京
党
出
版,
 
19
94 
『
教
師
と
学
習
者
の
た
め
の
日
本
語
文
型
辞
典
』,
く
ろ
し
お,
 1
99
8 
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』,
小
学
館,
 
20
00
 
 
【
用
例
出
典
】 
＊
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類 
「C
D
-R
OM
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 
「
朝
日
新
聞
」
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 
「
日
本
古
典
文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
国
語
研
究
所 
＊
テ
キ
ス
ト
類 
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店 
『
新
編 
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館 
  
(
い
・
じ
う
ん 
大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
） 
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
に
つ
い
て 
―
明
治
期
の
文
学
作
品
を
中
心
に
― 
 
 
高
澤 
信
子 
 
１
．
は
じ
め
に 
こ
れ
ま
で
の
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
の
研
究
は
、
特
定
の
時
代
の
敬
語
の
中
で
、
こ
れ
を
「
女
性
語
」
と
位
置
づ
け
て
用
例
分
析
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。（
辻
村1968
、
真
下1969
、
田
中1983
） 
し
か
し
、「
女
性
語
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
た
め
に
は
、（
1
）
女
性
に
よ
る
使
用
が
極
め
て
多
い
こ
と
、
お
よ
び
（
2
）
男
性
に
よ
る
同
様
の
使
用
が
極
め
て
少
な
い
か
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
の
2
点
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
実
際
に
世
の
中
の
ど
の
く
ら
い
の
女
性
が
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
か
を
示
す
資
料
が
少
な
く
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
。 
そ
こ
で
、
高
澤
（2007
）
で
は
、
も
と
も
と
高
い
敬
意
を
持
ち
、
社
会
の
上
層
部
の
人
々
の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
「
あ
そ
ば
す
」
と
、
そ
の
補
助
動
詞
形
式
の
「
お
（
ご
）
～
あ
そ
ば
す
」
が
、
比
較
的
社
会
的
に
下
層
の
人
々
、
そ
れ
も
女
性
を
中
心
に
使
わ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
た
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
あ
り
さ
ま
を
、
明
治
期
に
創
刊
さ
れ
た
４
種
の
婦
人
雑
誌
を
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
３
つ
の
時
代
を
通
し
て
調
査
し
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」の
具
体
的
な
使
用
例
や
使
用
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
採
取
し
な
が
ら
分
析
し
た
。 
ま
た
、「
高
貴
な
－
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
現
代
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
、「
庶
民
の
－
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
を
女
性
語
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。 
本
稿
で
は
、『
明
治
の
文
豪
』
の
作
品
５７
点
を
調
査
し
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
ど
の
よ
う
な
型
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
表
現
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 
 
 
２
．
先
行
研
究 
尊
敬
語
と
し
て
の
「
あ
そ
ば
す
」
は
、
古
く
『
古
事
記
』、『
万
葉
集
』、『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
す
で
に
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
と
い
う
女
性
的
な
表
現
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
は
、
江
戸
時
代
で
あ
る
。
式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』（1809
、
文
化
6
年
）
で
は
、
比
較
的
社
会
階
層
の
低
い
女
性
た
ち
が
「
あ
そ
ば
す
」
や
「
お
～
あ
そ
ば
す
」
を
使
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
入
っ
て
は
、
辻
村
（1968
）、
田
中
（1983
）、
杉
本
（1985
）
で
は
、
当
時
の
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
使
い
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
下
っ
て
、
明
治
・
大
正
期
の
敬
語
研
究
の
中
で
は
、
辻
村
（1968
）、
森
田
（1974
）
な
ど
が
、
谷
崎
潤
一
郎
、
宮
本
伸
子
、
佐
藤
春
夫
な
ど
の
小
説
を
資
料
と
し
て
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
「
女
性
語
」
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。 
ま
た
、
森
田
（1974
）
は
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
に
時
代
が
移
っ
て
い
く
あ
た
り
で
、
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
衰
退
し
て
い
く
様
子
を
述
べ
て
い
る
。 
明
治
大
正
時
代
の
（
谷
崎
）
潤
一
郎
の
作
品
で
は
歴
史
物
に
の
み
使
わ
れ
、
現
代
物
に
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、（
佐
藤
）
春
夫
で
は
皆
無
と
い
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
一
般
人
の
日
常
語
と
し
て
は
（「
お
～
あ
そ
ば
す
」
は
）
す
で
に
す
た
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
